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第１章 研究の背景と目的





第２章 岡城の地理状況
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第２章 岡城の歴史





第２章 岡城跡および建造物の構成
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第２章 岡城跡および建造物の構成
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第２章 岡城跡および建造物の構成



復元された大手門
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５ｍ間隔等高線図をＭＡＹＡ上に読み込む



等高線をＣｕｒｖｓツールを用いて、トレースを行った
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ＴＩＫＥＩ



トレースした等高線に高さ方向の数字を入力する
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等高線の間に面（Ｐｏｌｙｇｏｎ）を作成する
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周辺部分のモデリングは数値地図25,000分の1を用いた。

ＴＩＫＥＩ





・５ｍ間隔等高線図

・現地調査において撮影した写真







・竹田市の調査によって、撮影された石垣

記録写真（デジタルモザイクデータ）を

テクスチャとして用いて、現状に即した

石垣の復元を行う。
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図面の有無
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Tsukimi-yagura
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Sanju-Yagura
正確な図面ではないとのことで、、、

熊大・北野先生の助言と参考資料を元に、正確な図面の作成

PLAN



Sanju-Yagura



作成にあたって、

・上空からのビュー（史跡岡城全体を見渡せるアングル・鳥瞰）

・建物間の移動

・周辺環境との連続性

・地形的特性

・長く語り継がれている「物語」的な情報

・観光客や市民が知る特徴的な視点場やシーン



tikei_joku.mov


【システム】

分析

ESRI社製ArcGIS9.1（ArcView）

エクステンション

Spatial Analystおよび3D Analyst

地形データのソースデータ
ArcGISで利用可能なように変換するために，

数値地図データ変換ツール（ESRI Japan製）
を利用。

国土地理院発行
数値地図50mメッシュ（標高）
数値地図50mメッシュ（標高）は 2万5千分の1地形図
（2次メッシュ）を経度方向及び緯度方向に200等分（地
形図上約2mm、実距離約50m）したデータである。

20万分の1地勢図の区画における「大分」
を範囲として設定

【データ】

第5章 分析の方法

分析方法



２０万分の１地勢図における大分

第5章 分析の方法



第5章 分析の方法

標高データと傾斜度データについての一連の流れ

①CD-ROMよりMEM形式をArcView Shape形式でインポートする

②インポートされたデータは，Pointデータであるため，これをESRI GRID形式変換する
変換は，ArcGIS上で行う（エクステンションのSpatial Analystを利用する）

③この段階で，約50mの精度をもった標高データが構築される。次に，3D Analystを利用
して，傾斜度データを構築する。これも同じ約50mの精度をもったものである。
（数値地図50mメッシュ（標高）は独自フォーマットMEM形式で提供されているため，分析を行うためには，このような

段階を踏む。）

【変換方法】



第5章 分析の方法

ＡｒｃＧＩＳ上でのＧＲＩＤ表示
(解像度：約50mの標高データ)

ＡｒｃＧＩＳ上でのＧＲＩＤ表示
(解像度：約50mの傾斜度データ)
※岡城周辺地域

青：高
赤：低



第5章 広域可視領域の把握

先に構築した大分を対象として、岡城(本丸付近)を視点として可視分析

Special Analyst および観測点設定支援ツールを用いる

●観測点 オフセット 25.0m

●目標地点 オフセット 25.0m

●観測範囲 360°

●観測距離 構築した標高データ全域

●仰角 俯角 設定なし

【観測点および目標地点の設定】

※データはあくまで地表面上のデータ
であり，複雑な地形を考慮し，観測点
および目標地点のオフセットをそれぞ
れ高めに設定した。



約50ｋm

観測点

不可視領域

可視領域

可視領域と丌可視領域

第5章 広域可視領域の把握



第5章 広域可視領域の把握

約50ｋm

観測点

【分析結果】

・可視領域が広域的になっている。
最も遠い距離で約50kmの視距離を示した。
これは，天候あるいは曲率等に左右されるものであるため，
実際の視距離は短くなるものと考えられる

・方位的には，南は近隣付近の可視領域が狭く，遠方の
山岳を見渡せるといえる

・一方，北方は近隣から遠方まで見渡すことができる。
また，可視領域は北よりも，北西あるいは北東方面に
広く展開していることがわかる

・広域的にみれば，可視領域は極めて狭い範囲である
といえる

・岡城周辺の地形は複雑で，標高が低いところからは
ほとんど見えず、岡城を見ることが出来るのは標高
の高いところであることがわかった。

領域 Pixel数

可視領域 44,436 2.7％

不可視領域 1,608,604 97.3％



第5章 岡城周辺の地形的特性

・岡城の立地する丘は連続する面が小さく，複雑な地形を持っていることが判断できる

・可視領域では，比較的遠方でかつ高い地点から岡城を望むことができるが，岡城の立
地する独特の地形的特性により，近傍からの可視量は決して高くないことがわかった

・また，傾斜度，TINデータモデルの分析結果から，急峻で複雑な地形的特性を有して
いることが明らかとなった

岡城本丸付近

岡城周辺のTINデータモデル



第6章 総括



第6章 今後の課題


